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曾こやかに

願いをこめで

　３月３日、第５保育所では「ひなまつり」のお祝いと、この

日を前後して誕生日を迎えた３名の子供たちの「お誕生日会」

が合せて行われました。

　会場にはりっぱなひな段飾りが、その両側には子供たち手作

りのひな人形がならべられ、子供たちは歌をうたったりゲーム

をしたりして、楽しい１日を過ごしました。なかでも男女１組

づつが衣装を身につけ、かわいいおひなさまとりりしいおだい

りさまになって、ひな段にすわったところを写真にとる「ひな

まつりゲーム」は人気があり、みんな自分の番になるのが待ち

どおしいようすでした。（ひな段飾りは、上稲葉出身で埼玉県

岩槻市の大豆生田昭さんから寄贈されたものです）

-
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早
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発
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胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
必
ず
受
け
よ
う

　
結
核
に
っ
い
て
は
、
近
年
、
そ
の

減
少
と
と
も
に
関
心
が
薄
れ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
発
病
し
療

酋
長
を
受
け
て
い
る
ハ
も
何
人
か
お
り
、

ま
だ
ま
だ
恐
ろ
し
い
病
気
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
例
年
の
と
お
り
昭
和
六

土
二
年
度
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
、

第
一
次
二
半
三
日
間
）
、
第
二
次
回

日
間
）
と
行
い
ま
し
た
。

　
別
表
は
町
内
別
受
診
状
況
で
す
。

こ
の
表
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
だ
、

年
一
回
の
レ
ン
ト
ブ
之
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
の
方
ほ
ど
病
気
に

か
か
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
受
診

さ
れ
た
方
で
、
結
果
通
知
の
な
か
っ

た
方
は
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
。

へ
受
診
率
優
良
自
治
貪
ベ
ス
ト
こ
〉

　
≒
千
生
駅
束
団
地
自
治
会

　
２
、
今
　
件
　
自
　
治
　
会

　
大
城
　
内
　
自
　
治
　
会

昭和63年度
レントゲン検診受診状況

百万j 灘戦戦鵬ﾂﾞ {藻類離散， 万葉類無峯 万斐酋回章宍， 万苦 讃頌慨潟回 満願新穀巾 莞爾診蕭散万 満目厭凛ﾐ
膳y 言昿灘万難万 227 154 67.8％ 生命と 回巣]儒才肩巾 78 32 41.0％
宍瀧VO濃彩漸才知ﾑﾗyj 86 52 60.5

jK゛餅宍

。
回原回白子ﾄﾞ回坪と

172 73 42.4
訃政子 ｸ,ﾑ゛乍?yj横宍ﾐ

.

………㈲ｻ

１１２ 82 73.2 と似ﾘｽ
jﾑぐ鹿…………11………島|''

174 １１８ 67.8
紆4’ 白今回　白井 88 1　　　80 90.9

151ぎ止
白下回男木j 144 63 43.8

尽ち、 万上と表]町 222 155 69.8 ﾑ54、 ｽ下］町、 189 73＿_
81

38.6
付６爪 0東uyu下ｻﾂﾞ洽き 206 137 66.5 lU55､回

回よが
………ｿ…

……

…

町uy

， 270 30.0
回ズミ u

§ﾂﾞ域才ﾚ束]と暗ﾂﾞV 96 73 76.0
白聾U］ 回本回]]]白郷ﾐOLW

175 63 36.0

訃政回 D班斤………ﾘｿ
I

UI,呂町ぐ1
１１０ 75 68.2 5万万． 宍槙､呂旋ｸﾙｽ5撒叉 143 29 20.3

徊ﾑと
万謝Vﾂｿﾞ1゛ﾔ]V宍賠51゛

１１７ 85 72.6 湊彰 白岩万万15X゛j,湘回 106 53 50.0

回顛斤 汗仲ｿﾞ通1町　　　121　　　82　67.8 徊玉喋胆三回栄jy 105 38 36.2
ﾄﾞ11プ 上通ヽ町　　　134　　　111　82.8

宍肢回1 瀬谷莞麿宍 86 33 38.4

日12 三好町 106　　　　65　　61.3 年若1ﾌﾞ． ﾐ台･OXIJXIﾐ‘,宿回
75 23 30.7

１３ 旭　　町　　　176　　　　84　　47.7 ｻ62回 ?ｹﾞﾄﾞ言言jﾘ坏゛V 98 48 49.0

、１４ 万　　町　　　　178　　　　142　　79.8

上新町　　190　　136　71.6

ﾚ昧 特集言言水際ﾐOG 121 87 71 .9

１５
| … … l む 4 X ゛ y

ﾌﾟ鯉]]ｽ…………li沼

.

｀゛｀l

85 30 35.3

｡16， 下馬木 145　　　　89　　61.4 乖51y
白楊…………癒……こ田

,

゛

223 146 65.5

頌匙 ｽ西万丿高づV野し 153 88　　57.5
E ﾐ ｽ ﾞ I V

,

万 … …

…

i

,
1

j
ﾘ

ﾑ y

j

i

゛

,

゛

､

1

9

L

｀

゛

､

X

1 に

l

i

'

;

,

゛

l

.

'

゛

,

l

､

t

l

i ゛ ｀ l i t i ゛ ゛ に | ゛ ゛ ; l こ ｀ , ｀ ｀ ､ ゛ , ゛ ､ l ゛ ゛ , ゛ ' ､ , ゛ ; ｀ ゛ ﾐ ﾐ ､ ゛ ゛ ;

肩齢
と雑説vl

l

xlyUA]UW内則ぐ゛

161 137　　85.1
1WA回ljJ

t

lWI

消亘俗諺粉 2，244 990 44.1

灘万回諌言W粛白 177 122 68.9 言回言言言言
回膨 溥昿百瀬回 105 85 81.0 言説談高談謁 浦裔硝蕭擲回

a3｀゛゛^｀’^･3｀゛x ゛゛^鴎で認
W要談暦数回 贈回報回拳万

顕示 灘百万肩脱 88 20 22.7 顕示掴皆朧雇宍 211 145 68.7

詣転 滋昿言噺 86 60 69.8 渕U 演目家居縦 494 323 65.4

阻旺翁言回辞Us 45 21 46.7 徽回 242 173 71.5

V錬 WA前jW囃装弾U 122 70 57.4 淡彩 回池白y孤子細Wｿﾞ 195 １１８ 60.5

漣蜘 巾き回xj………5ﾐ,l･',｀11,坪11U,1　　　103 42 40.8 諜斟
沃上回付千万田白

299 197 65.9

U報W ｽj皇ｽｸﾞの万万冑?ﾐﾑ 132　　　　83 62.9
Wｸﾞ叛でど中回]ﾉｺﾞJ衆WG

249 139 55.8

諜報 宍苗寓瞰拓と 244　　　　135 55.3 聯回
A助白白U

,j,ﾐ,(

゛IW511

､

翁回

181 １１３ 62.4

涼鮒諺無韻軋 298 218 73.2 朧jﾐ 灘個回報V 59 31 52.5

翁j 回脱獄白総万 98 42 ’ 42.9 灘万IK国飯蛸回HW 128 79 61.7

叉晰 謙転載俯綴 84 72 85.7 賎呂灘諧謔回 182 120 65.9

誰WW個総総回訟 75 ４４ 58.7 灘呂 3噺撤回亘回 １１５ 67 58.3

徽万台東宍噺冊宍 100 64 64.0 願 白総東灘宍 ３ ２ 66.7
万助奏 騰ﾐ匍言訳 １１５ 84 73.0

と顛呂 灘回噺法WU 62 37 59.7

贈齢 漕目聡紬回 133 94 70.7 誰祀 回線回暗影四万 33 １３ 39.3
W扉回 尚幸回昿ﾑｽ励V,

,

゛

ﾐ
(i 67 43 64.2

白痴VVl
l

^
xl1万確報外追白ﾜP

156 80 51.3
9D㈲生白 回おもちt唇･G 122 102 83.6

瀕糾万 jy安宍i塚づ主僕

159 １１４ 71.7

徊れ 漆愉ず……み1yl 96 73 76.0 ㈲U W聯珠南艦万 171 １１５ 67.3

詣齢 V諺美南光 205 128 62.4 沸ｸﾞﾐ
回無位

ﾋﾟ

ﾑﾙ

､

I

J､l

ｮ

1'1

゛

;

U雛宍ぐﾐ

46 29 63.0

U晰 1万策ﾐtllﾐV淵回 80 38 47.5 満載 瀋婬本組白 48 28 58.3
徽乃諺業績に回 179 １１７ 65.4

胆万万言言言言
淑万言隠鵬噺 54 24 44.4 胆鎧言万言順順

目聡 満車職能 37 34 91.9 言言淑言回斟 3,033 1，924 63.4

淑宍諜衆知鵬回 289 174 60.2 回護談示談万万言，

言回言前節言顔 開示 言言高窓回M
ぼ回回廊 回折ｻｽﾞ|‘､ﾘl

こ

で
ll湘Wi,W

5,762 3,816 66.2 際言 回蒼回診兼に 11，039 6,730 60.9

W

W



､､

S

み報広
３| | | | | l l l l l l i l l l l l l l

下
水
道
の
受
益
者
負
担
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
快
適
で
清
潔
な
生
活
環

境
を
作
る
た
め
、
下
水
道
の
整
備
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

〈
受
益
者
負
担
金
制
度
〉

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益
者
）
に

対
し
て
、
下
水
道
建
設
費
の
一
部
に

あ
て
る
た
め
、
受
益
の
範
囲
内
で
負

担
金
を
賦
課
し
ま
す
。
そ
の
負
担
金

は
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
町
の
条

例
で
定
め
て
賦
課
す
る
も
の
で
す
。

　
下
水
道
ら
整
備
に
と
も
な
い
汚
水

が
排
除
さ
れ
、
周
辺
の
生
活
環
境
も

改
善
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
土
地
ご

利
用
価
値
も
上
が
り
ま
す
。
し
か
し

下
水
道
整
備
に
係
る
費
用
は
、
主
と

し
て
国
や
町
な
ど
の
公
費
（
机
金
な

言
言
八
‥
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
下
水
道
設
置
に
よ
り
便
益
を
受

け
る
人
々
か
ら
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
公
平
な

負
担
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
か
ら
受

益
者
負
担
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
下
水
原
受
益
者
負
担

金
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
受
益
者
と
は
？
〉

　
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
受
益
者
と
は
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
る
地
域
の
土
地
所
有
者
を
言
い
ま

す
。

　
た
だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
上
権
・

質
権
・
使
用
賃
借
権
な
ど
の
権
利
が

定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
権
判
者
が
受
益
者
に
な
り
ま
す
。

Ａの土地に
Ｂが家を建て匹］

Ｃに貸している場合

〈
負
担
金
の
賦
課
区
域
〉

　
受
益
者
負
糾
合
は
、
下
水
道
が
整

備
計
画
さ
れ
て
い
る
区
域
の
土
地
が

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
す
べ
て
整
備

さ
れ
る
ま
で
に
は
長
い
期
間
が
必
要

で
す
の
で
、
そ
の
整
備
状
況
に
合
せ

て
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
区
域
を
「
賦
課
対
象
区
域
」
と

い
い
、
年
度
の
初
め
に
告
示
し
、
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
負
担
金
及
び
納
付
方
法
〉

○
負
担
金
は
、
土
地
一
�
当
た
り
に

　
つ
き
三
〇
〇
円
で
す
。

○
納
付
方
法
は
、
五
年
に
分
割
し
て

　
毎
年
四
回
（
通
算
二
十
回
）
納
期

　
　
　
　
）

〈
一
括
納
付
報
奨
金
〉

す
と
、
納
期
数
に
よ
り
最
高
２
０
％
の

範
囲
内
で
、
報
奨
金
が
交
付
さ
れ
ま

受
益
者
負
担
金
を
一
括
納
付
し
ま
　
　
す
。

１．心のふれあいを大切にし教養と文化の高い町をつくります壬生町民憲章

ま　に

す　幕内

　゜め

　　　て

　　　い

　　　た

　　　だ

　　　く

　　　ヽ　　　－
　　　と

　　　に

　　　な

　　　り

役
場
が
火
事
／

　
　
消
防
演
習
を
実
施

　
町
の
消
防
演
習
が
役
場
を
会
場
に

し
て
、
石
橋
地
区
消
防
組
合
（
鈴
木

但
消
防
艮
）
、
町
消
防
団
（
梁
島
安
男

団
長
）
に
よ
り
、
三
月
四
日
午
前
十

時
か
ら
行
わ
れ
、
同
組
合
か
ら
四
小

隊
（
消
防
ポ
ン
プ
車
、
消
防
タ
ン
ク

車
、
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
、
救
急
車
陽
、

町
消
防
団
か
ら
第
一
分
団
第
一
部
～

第
五
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
ト
時
、
役
場
二
階
企
画
財
政

彦
で
誤
ま
っ
て
ス
ト
し
フ
を
転
倒
さ

せ
出
火
、
現
在
延
焼
拡
火
中
で
初
期

使
っ
て
壁
を
登
り
屋
上
の
二
名
を
救

助
す
る
と
こ
ろ
を
披
露
し
、
見
守
る
町

長
を
は
じ
め
鈴
木
消
防
長
、
梁
島
消

防
団
長
な
ど
の
関
係
者
や
地
域
住
民

の
人
た
ち
、
そ
し
て
近
く
の
幼
稚
園

や
保
育
所
の
子
供
だ
ち
か
ら
も
、
盛

ん
な
拍
手
や
声
援
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
主
婦
や
子
供
達
も
参
加
し

て
、
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
や
起

震
車
に
よ
る
地
震
動
搭
乗
体
験
な
ど

も
実
施
さ
れ
、
総
合
的
な
消
防
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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